
令和元年６月１５日 

 

各     位 

公益財団法人重複障害教育研究所 

 理事長 中 島 知 子 

 

重複障害教育研究会第４７回全国大会開催についてのお知らせ 

 

 本研究所の事業として、令和１年８月３日(土)、８月４日(日)に、

重複障害教育研究会第４７回全国大会を開催いたします。 

 

 新しい令和の時代に入りました。私たちは、更に向き合う方々と心

新たに深く学び合い、人間行動の成りたちの根本を深く探求していき

たいと思います。本大会においては、地道な教育実践の発表のほか、

長い間の教員生活の実践のまとめの発表、社会福祉法人光道園からの

発表、研究紀要第８巻第９号の著者、安孫子幸子先生のフィリピンか

ら来られたお子さんとの教育実践の発表、そして、何よりも全国大会

に常に出席され、中島の話を熱心に聴き、自身の考えを深め続けた名

古屋和泉さん（本年１月３０日逝去）が、柴田先生による指で文字を

綴る方法で、ご自身の考えをまとめた文章と、また、新たに本研究所

に通所している盲聾二重障害の方との教育実践を柴田先生に発表して

いただきます。 

『 障害の重い子供との50年 

・見ること10年    一人の素晴らしい人間として、まず⒑年間感動し続ける。 

・考えること10年   どんな下手な考えでも、まず考えて、自分の工夫の足りなさ

がつくづくわかるまで10年間考え工夫し続ける。 

・実践すること10年  深く、しっかり、ゆっくりと実践して、子供と共に10年間充

実して生き続ける。 

・学ぶこと10年     見ること、考えること、実践することを通して、人生の実践

研究の深みにはまり込んで、10年間確かに学び続ける。 

・全く今までの人生のなかで得られなかった新しい外界を獲得し、人間が何のために

生きているのか、人間行動の成りたちの根源は何か、が明確となり、10年間新鮮で

自由な自己確認をしつづけ、自己を深める。』           

第１３回山口重複障害教育研究大会講演要旨の１部から 中島昭美 



Ⅰ．日  程 

 

  第1日目 ８月３日(土) 

9:30 10:00   10:10-11:50 11:50-13:10 13:10-13:55    14:00-15:00      15:15-16:45     17:00-20:00 

受          

 

付 

開

会  

式 

 

研究発表 

昼 

 

食 

 

研究発表 

 

 

特別発表 

 

 

研究協議 

 

 

懇親会 

 

 

  第２日目 ８月４日(日) 

9:30 10:00 10:00-11:45 11:45-13:05 13:05-13:55 14:00-15:15   15:25-16:25 16:25-16:30  

受 

 

付 

 

研究発表 

 

昼 

 

食 

 

研究発表 

 

 

研究協議 

中島昭美 

ﾋﾞﾃﾞｵ講演 

閉 

会  

式 

 

２．大会会場 

  國學院大學院友会館 

〒150-0011  東京都渋谷区東４－１２－８ 

会場への案内図を同封いたします。 

 

３．大会事務局 

公益財団法人重複障害教育研究所 

〒113-0024 東京都文京区西片２－８－２０ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０３－３８１１－４８３６ 

 

４．参加申込みについて 

参加申込書を同封いたしますので、７月２０日(土)までにご返送

下さいますようお願いいたします。 

 

５．参加費について 

参加費３，０００円を当日会場にてお支払い下さいますようお願

いいたします。 

 

◎ 来年の４８回全国大会は、オリンピック、パラリンピック開催の

ため、８月８日（土）、８月９日（日）福井県にて開催予定です。 



 


